
　リーパスプラザこが歴史資料館（図
書館２階）では、船原古墳に関するパ
ネルや復元品な
どを展示してい
ます。入場無料、
開館中はいつで
も入館できます。

「世紀の発見『船原古墳』
謎とロマンの古代史講座」
　市民または市内事業所に勤務の人に
よる10人以上のグループに講師を派
遣して、船原古墳の紹介や古賀の古
代史についてお話しします（60～120
分）。［問い合わせや申し込み］はコミュ
ニティ推進課（☎942-1165）まで

　船原古墳の現地は、現在見学しにく
い状況ですが、平成29年度末までに
駐車場・説明看板を整備した後、広場
としての整備を行っていきます。さら
に広場から船原古墳の雰囲気を感じら
れる公園へ整備していく計画の実現へ
向けて、ふるさと納税の寄付も受け付
けています。詳しくは、市ホームペー
ジの「古賀市ふるさと応援寄附（ふるさ
と納税）制度」をご覧
ください。

▶昨年も大好評だった九州歴史資料館見学。研究員か
らの船原古墳出土品に関する最新情報の講話やパネル
展の見学、バックヤードツアーなどを計画しています。
※詳しくは「広報こが」４月号11ページをご覧ください。

▶クリーニングが終了した「辻金具」を歴史資料館で
初公開！この機会を逃すとしばらく見られない、本
物の馬具を見るチャンスです。また九州歴史資料館
でも船原古墳に関する展示会が開催中です。

※詳しくは５ページをご覧ください。

▶小中学生を対象に、古賀市の歴史を学ぶ講座です。
歴史の話や制作など楽しく学べる講座を計画中です。
夏休みの自由研究にお役立てください。� （６月募集）

▶全４回の小学生向け連続講座です。船原古墳の最新
情報、古代の体験、文化財担当職員の話などを計画し
ています。考古学に興味のある子どもたち、集まれ！

（８月募集）

▶文化財担当職員と行く古墳めぐり。バスで船原古墳
や福津市・宗像市などの古墳を訪ねます。�（１月募集）

〈作り方〉
①バター、卵黄を常温に戻しておく。
②�白いバニラ生地用の薄力粉100ｇをふるって
おく。残りの薄力粉90ｇにココア10ｇを合
わせてココア生地用にふるっておく。
③�常温に戻して軟らかくなった
バターを、泡立て器を使って
空気を含ませるように白っぽ
くなるまで混ぜる。
④�砂糖を③に２～３回に分けて
加え、その都度よく混ぜる。
⑤常温に戻した卵黄を④に加え、よく混ぜる。
⑥�⑤をバニラ生地用、ココア生地用に２等分す
る。
⑦�⑥のそれぞれに②でふるった粉を２～３回に
分けて加え、その都度ゴムべらを使ってサッ
クリと混ぜ合わせる。

⑧�混ぜ合わせた生地をそれぞれビニール袋に入れ、冷
蔵庫で30分～１時間休ませる。
⑨�生地をそれぞれ２つに
分け、直方体と長方形
の板状をつくる。
⑩�直方体の生地を絵のよ
うに３つに切り分け、
斜線の部分を入れ替え
る。
⑪�それぞれを板状にのば
した生地で巻いた後、冷蔵庫で冷やし固める。
※�巻き終わりは⑫で切るときに外れやすいので、しっ
かりくっつけよう！
※本体と違う色の生地で巻こう！
⑫�包丁で⑪を７㎜くらいの厚さ
に切り分けオーブンシートを敷いた天板に並べ、
180℃に予熱したオーブンで15～20分焼く。

クイズふなばる発見　第５問の答え：②

この部分入れ替える
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船原古墳をもっと楽しみたい人へ

En
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常設展示を
しています 出前講座 船原を

応援してください

古賀市立歴史資料館
古賀市中央２-13-１

ご利用
ください

市立歴史資料館で
ガラス装飾付金銅製
辻金具を初公開！

4日
6月 自然史・歴史講座

「九州歴史資料館見学」㈰

8月 夏休み子ども歴史講座

子ども考古学部発足

3月 自然史・歴史講座 「古墳めぐり」
平成
30年

10月 1月~
平成
30年

●平成29年度 歴史資料館の［船原古墳関連イベント］

遺物埋納坑クッキーを作ろう！
古墳SWEETS

古賀市文化財担当・岩橋の

〈材料〉（20～30枚分）
バター…100ｇ
砂糖……70～100ｇ
卵黄……1個分
薄力粉…100ｇ
　　　　（白いバニラ生地用）
　　　　90ｇ
　　　　（黒いココア生地用）
ココア…10ｇ

直方体は牛乳
パックを
利用し
てみて

バニラは
ココアで
巻く

ココアは
バニラで
巻く

固さの目安
はマヨネー
ズくらいに
なるまで
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4月
25日㈫～
6月18日㈰

イラスト：福岡大学 桃𥔎祐輔教授の
　　　　　図を参考に作成

Ancient relics：馬冑

FUNABARU
KOFUN

Ancient relics：馬鈴

Ancient relics
金銅製歩揺付飾金具（雲珠）

FUNABARU
KOFUN

金銅製歩揺付飾金具復元図：九州国立博物館提供



　船原古墳は古賀市谷山と小山田の
境、三

さんぐんさんち

郡山地から伸びる丘陵にある古
墳時代後期（６世紀末～７世紀初頭）の
古墳です。平成８年の調査で横穴式石
室が確認されていましたが、過去に盗
掘に遭い、金貼の耳飾や金銅製品の一
部が残されているだけでした。
　平成25年３月、ほ場整備事業に伴
う発掘調査中に、古墳の南西側から遺
物埋納坑（以下、土坑）が発見され、大

きな話題となりました。さらなる調査
により復元全長45.5ｍ以上、後円部
径24.8ｍの前方後円墳であることを
確認しました。船原古墳は市内で唯一
の前方後円墳であり、また糟屋･宗像
地域で最後に造られた前方後円墳でも
あります。
　このとき発見された逆「Ｌ」字型の１
号土坑からは、馬具を中心とした豪華
で多彩な遺物が大量に出土しました。
その後の調査で合計７基の土坑が確認
されました。これまで国内では、古墳

の外に土坑が設けられた例は見つかっ
ておらず、最大の特徴にして最大の謎
ともいえますが、当時の葬送儀礼を考
える上で極めて高い学術的価値を持っ
ていると言えます。
　船原古墳は当時の北部九州や日本列
島、ひいては東アジアの政治や社会を
考える上で貴重な遺跡であることか
ら、平成28年10月、国史跡に指定さ
れました。今回はまず古墳と土坑群が

「史跡」として指定されましたが、出土
品については評価中で、その評価はま
だ決定されていません。出土品は「国
宝級」とする専門家もおり、今後の解
析結果が期待されます。

　船原古墳の７基の土坑からは10
頭分の馬具が確認されました。中で
も１号土坑からは、ガラス装飾付金
銅製雲

う ず

珠と辻金具、蛇
だこうじょうてっき

行状鉄器、馬
ば

冑
ちゅう

など、たいへん貴重な馬具がまと
まって出土しています。
　金銅製の引手が取り付けられた忍
冬唐草文心葉形鏡板付轡も発見され
ました。金銅製の引

ひ っ て

手がついたもの
は希少で、奈良県藤

ふ じ の き

ノ木古墳や福津
市宮

み や じ だ け

地嶽古墳など、全国で４例が報
告されているのみです。藤ノ木古墳、

宮地嶽古墳の副葬品もたいへん豪華
であったので、被葬者はかなり身分
が高い人であったと考えられていま
す。船原古墳からも同じようなもの
が見つかったということは、船原古
墳の被葬者も同じく身分が高い人物
であると想像できます。
　また、馬冑や蛇行状鉄器など大量
の武具・武器からは、被葬者は当時
貴重だった馬に乗ることができる軍
事的指導者であることが推測されま
すし、ガラス装飾の雲珠と辻金具、
優美なデザインの歩

ほようつきかざりかなぐ

揺付飾金具（雲
珠）は朝鮮半島との係わりを示すこ
とから、糟屋を拠点に朝鮮半島との
つながりを持つ人物であったことが
推測されます。

船原古墳 /時を越えた宝箱 _23_時を越えた宝箱 /船原古墳
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た
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基
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情
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2ページでわかる

船原古墳の基礎知識豪華絢爛 国際色豊かな馬具

1 鉄製壺鐙
2 金銅装鞍
3 金銅製辻金具、

金銅装鏡板付轡
4 弓群
5 馬冑
6 挂甲
7 鉄鏃束
8 銅鈴

9 銅鈴、金銅製歩揺付飾金具
⓾ 金銅製辻金具
� 蛇行状鉄器、金銅装鏡板付轡
� 蛇行状鉄器、鉄鏃束
� 金銅製歩揺付飾金具
� 金銅製鈴、金銅製金具
� 金銅製雲珠、金銅製辻金具、

金銅製鈴、金銅製杏葉
� 鉄製鎌、鉄製鍬鋤先 ※　赤…有機質遺物　　青…金銅製品　　黒…鉄製品
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45.5m以上

24.8m

FUNABARU

福岡大学 桃𥔎祐輔教授の図を参考に作成

船原古墳から
発見された
馬具

馬の口にはめ、馬をコントロールする
馬具。スイカズラを図案化した唐草文
様が描かれている。手

たづ な

綱と轡
くつわ

をつなぐ
金具の「引

ひって

手」も金銅製の希少品。

馬
ば ち ゅ う

冑 5
国内では３つしかない、馬
の顔につける冑。６枚の鉄
板を鋲や蝶

ちょうつがい

番でつなぎ合わ
せた精巧なもの。

ガラス装飾付金
こ ん ど う せ い つ じ か な ぐ

銅製辻金具 3 �

馬につけたベルトを固定す
る金具。ガラス装飾のもの
は国内で初の発見。

壺
つぼあぶみ

鐙 1 馬に乗る際に足を入れ
るあぶみで壺状のもの。

金
こ ん ど う せ い

銅製鳳
ほ う お う も ん

凰文
心
し ん よ う け い

葉形杏
ぎょうよう

葉 �

馬の体を飾る装飾具の
１つ。ハート型の地板
に左右一対の鳳凰が彫
られた透かし彫りの金
銅板を重ねたもの。緻
密かつ優雅なデザイン
の透かし彫りから高度
な技術が伺える。

蛇
だ こ う じ ょ う て っ き

行状鉄器 � �

馬に幡
はた

を立てる道具で、国内で
の発見は十数点のみだが、船原
古墳からは３点も出土した。 船原古墳遺物埋納坑（１号土坑）の

主な出土遺物と出土位置
　　　　　　　　　　　　※特定できたもののみ鉄

て つ じ

地金
こ ん ど う

銅張
ば り

鞍
く ら

 2 金銅で装飾されていた
と考えられる。

金
こ ん ど う せ い

銅製歩
ほ よ う つ き

揺付
飾
か ざ り か な ぐ

金具（雲
う ず

珠） 9 �
馬の背中につける装飾
品で、国内では例を見
ない豪華さ。

▲雲珠復元CG

忍
に ん と う か ら く さ も ん

冬唐草文心
し ん よ う け い

葉形鏡
かがみいたつきくつわ

板付轡 3

▲辻金具復元CG

ふなばる

▲１号土坑の発掘現場

◀液体窒素で凍らせた後、
　周りの土ごと取り上げる



　

九
州
歴
史
資
料
館

は
、
県
立
の
歴
史
系

博
物
館
で
す
。
県
内

の
貴
重
な
文
化
財
が

展
示
さ
れ
て
い
る
ほ

か
、
国
内
最
先
端
の

技
術
と
機
械
を
使
っ

て
、
文
化
財
を
科
学

的
に
調
べ
て
い
ま
す
。

船
原
古
墳
の
遺
物
埋

納
坑
か
ら
出
土
し
た
貴
重
な
も
の
も
、
こ
こ

で
詳
し
い
調
査
と
復
元
作
業
を
し

て
い
ま
す
。

　

他
に
も
土
日
・
祝
日
は

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
が
、

体
験
講
座
を
開
い
て
い
ま

す
。
僕
も
体
験
さ
せ
て
も

ら
い
ま
し
た
。

い
っ
ぱ
い
あ
る
ぞ
！
船
原
の
宝

　

次
に
３
人
は
遺
物
が
保
管
さ
れ
て
い
る
部

屋
に
や
っ
て
き
ま
し
た
。

加�

藤
：
こ
こ
に
あ
る
も
の
は
全
部
船
原
古
墳

で
発
見
さ
れ
た
も
の
で
す
。
こ
の
箱
は
蛇

行
状
鉄
器
で
す
。

そ
っ
と
箱
ご
と
持

ち
上
げ
て
み
て
く

だ
さ
い
。

長�

郷
：
う
わ
っ
、
重

く
て
持
ち
上
が
ら

な
い
で
す
。

加�

藤
：
ま
だ
土
が

つ
い
た
状
態
で
す

が
、
重
さ
は
実
感

で
き
た
で
し
ょ

う
。
こ
の
他
に
も

馬
具
を
つ
け
て
い

た
の
で
す
か
ら
、

馬
に
つ
け
て
い
た

豪
華
な
馬
具
の
総

重
量
を
想
像
す
る
と
す
ご
い
で
す
よ
ね
。

長�

郷
：
こ
れ
は
鐙

あ
ぶ
みで
す
ね
。
こ
っ
ち
は
辻
金
具
！

加�

藤
：
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
が
終
わ
っ
て
、
こ
れ

が
歴
史
資
料
館
に
並
ん
だ
ら
す
ご
い
と
思

い
ま
せ
ん
か
？
さ
あ
、
次
は
お
待
ち
か
ね
、

Ｘ
線
Ｃ
Ｔ
の
機
械
を
見
に
行
き
ま
し
ょ
う
。

科
学
の
力
で
歴
史
を
測
る

　

次
は
九
州
歴
史
資
料
館
の
心
臓
部
、
Ｘ
線

Ｃ
Ｔ
の
あ
る
部
屋
に
や
っ
て
き
ま
し
た
。

加�

藤
：
こ
の
機
械
を
使
う
と
、
皆
さ
ん
が
病

院
で
レ
ン
ト
ゲ
ン
を
撮
る
よ
う
に
、
遺
物

を
壊
さ
な
く
て
も
中
の
構
造
が
分
か
り
ま

す
。
科
学
の
力
を
借
り
て
、
見
た
目
だ
け

で
は
分
か
ら
な
い
こ
と
を
新
し
く
発
見
す

る
こ
と
が
で
き
る
ん
で
す
。
歩
揺
付
飾
金

具
の
復
元
図
も
、
こ
う
し
て
土
の
中
の
状

況
を
調
べ
て
作
り
ま
し
た
。

長�

郷
：
土
の
中
で
バ
ラ
バ
ラ
だ
っ
た
ん
で
す

ね
。
こ
こ
か
ら
、
ど
う
や
っ
て
復
元
図
を

つ
く
っ
た
ん
で
す
か
？

加�

藤
：
他
に
似
た
も
の
が

な
い
か
検
討
し
た

り
、
ど
の
よ
う

な
埋
ま
り

　

お
二
人
は
「
保
存
科
学
」
と
い
う
分
野
の
専

門
家
で
、
船
原
古
墳
遺
物
埋
納
坑
の
発
掘
時

か
ら
調
査
に
携
わ
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。
保
存

科
学
と
は
、「
文
化
財
の
お
医
者
さ
ん
」
の
よ

う
な
仕
事
で
、
土
か
ら
掘
り
あ
げ
た

も
の（
遺
物
と
い
い
ま
す
）を
調
べ
て
、

状
態
が
悪
い
と
こ
ろ
を
直
し
た
り
、

傷
ま
な
い
よ
う
に
科
学
処
理
を
し
た

り
す
る
そ
う
で
す
。

長
郷
：
船
原
古
墳
の
遺
物
の
調
査
は

ど
の
く
ら
い
進
ん
で
い
る
ん
で
す
か
？

小
林
：
詳
し
い
調
査
が
終
わ
っ
た
の
は
25
％

く
ら
い
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
新
し
い
発
見

が
あ
る
と
思
い
ま
す
よ
。

長
郷
：
こ
こ
で
は
何
の
作
業
を
し
て
い
る
ん

で
す
か
？

小
林
：
遺
物
に
つ
い
た
泥
や
錆
を
落

と
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
何
だ
か

分
か
り
ま
す
か
？

長
郷
：
う
ー
ん
、
分
か
ら
な
い
で
す
。

小
林
：
こ
れ
は
、
斧
で
す
。
鉄
の
部

分
が
錆
び
て
い
ま
す
が
、
刃
の
形
が
分
か

る
で
し
ょ
う
。
ま
わ
り
に
比
べ
て
土
が
赤

い
部
分
、
こ
れ
は
木
で
、
斧
の

柄
の
部
分
で
す
ね
。
土
の
中
に

埋
ま
っ
て
い
た
木
や
布
、
生
き

物
と
い
っ
た
も
の
は
、
金
属
の

よ
う
に
形
が
残
っ
て
い
ま
せ
ん

が
、
ま
わ
り
の
土
を
調
べ
る
こ

と
で
、
い
ろ
ん
な
こ
と
が
分
か

る
ん
で
す
。
だ
か
ら
こ
う
し
て
、
土
ご
と

持
っ
て
き
て
調
べ
て
い
る
ん
で
す
よ
。

　

じ
ゃ
あ
、
こ
れ
は
何
だ
か
分
か
り
ま
す
か
？

長
郷
：
あ
、
こ
れ
は
辻
金
具
だ
！
顕
微
鏡
を

使
っ
て
作
業
す
る
ん
で
す
ね

小
林
：
そ
う
で
す
。
細
か
い
部
分
は
、
遺
物

を
壊
さ
な
い

よ
う
に
、
顕
微
鏡
で
の

ぞ
き
な
が
ら
、
筆
や
竹
串
で

丁
寧
に
作
業
し
て
い
ま
す
。

固
い
と
こ
ろ
は
、
グ
ラ
イ
ン

ダ
ー
と
い
う
歯
医
者
さ
ん
が

使
う
よ
う
な
道
具
を
使
っ
て

削
る
こ
と
も
あ
る
し
、
非
常

に
集
中
力
が
必
要
な
作
業
な
ん
で
す
。

長
郷
：
こ
の
辻
金
具
、
金
色
に
光
っ
て
る
！

小
林
：
近
く
で
見
る
と
立
体
感
が
あ
る
で
し
ょ

う
。
錆
を
落
と
す
と
、
全
体
が
金
ピ
カ
に

な
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
ね
。

方
を
し
て
土
の
中
で
壊
れ
た
の
か

現
場
検
証
し
た
り
し
ま
す
ね
。
こ

の
歩
揺
付
飾
金
具
の
実
物
は
、
実

は
今
も
土
の
中
で
バ
ラ
バ
ラ
な
状

態
な
ん
で
す
。

長�

郷
：
そ
れ
で
も
こ
ん
な
復
元
図
が

で
き
る
な
ん
で
す
ご
い
。
科
学
の

力
で
す
ご
い
こ
と
が
で
き
る
ん
で

す
ね
。
今
日
は
本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

歴史好きのお父さんと
いっしょに、古賀の歴
史資料館に行くのが大
好きな花鶴小学校の４
年生（取材当時）。最近
は船原古墳の遺物にも
興味津々。好きな馬具：
歩揺付飾金具（雲珠）

レポーター
長郷一輝さん

▶ご紹介したような科学的な調査は10
年ほど前から行われていますが、船原
古墳の調査結果が出揃えば、科学的調
査における最初の大きな成果と言える
でしょう。文化財用のエックス線ＣＴ
などは、日本は世界で最も高い水準
にありますから、今、ここで行って
いる科学的な調査は、国内レベル
でトップではなく、世界のレベ
ルでトップなんです。船原古
墳には、まだまだ新しい
発見があると思いま
す。ぜひ注目してく
ださい。

▶長郷さんから、「将来、文化財を扱う
仕事に就くにはどうしたらいいですか」
と質問がありました。「歴史だけではな
く、いろいろなことを学んでほしい」
と思います。例えば理科や数学も必
要ですし、物を見る「目利き」も必要
です。美術館や博物館で本物を見
るのもいいですね。そして友だち
を作ること。私も何かあったと
きに助け合える仲間が日本中
にいるし、海外にもいま
す。１人の力ででき
ないことも、力を合
わせれば解決すること
だってあるんですよ。

船原古墳 /時を越えた宝箱 _45_時を越えた宝箱 /船原古墳

子
ど
も
レ
ポ
ー
タ
ー 

長
郷
一
輝

長
郷
一
輝 

さ
ん
の

な
が
さ
と 

か
ず
き

世
紀
の
大
発
見
、
船
原
古
墳
の
遺
物
の
保
存
や
解
析
を
行
っ
て
い
る
九
州
歴
史
資
料
館
。

秘
密
の
ベ
ー
ル
に
包
ま
れ
た
遺
物
の
解
析
や
保
存
の
現
状
を
、
子
ど
も
レ
ポ
ー
タ
ー
の
長
郷
一
輝
さ
ん
が
取
材
し
て
く
れ
ま
し
た
。

九
州
歴
史
資
料
館
に
や
っ
て
き
ま
し
た
！

学
芸
調
査
室
の
加
藤
さ
ん
と

小
林
さ
ん
に
お
話
を
聞
き
ま
し
た

探検!

九
州
歴
史
資
料
館

▲土を取ると金が見える

大好きな辻金具を手に▶
うっとり

「船原古墳遺物埋納坑
調査最前線 2016~2017」

９時30分～16時30分（入館は16時まで）開館時間
休 館 日 月曜日（祝日の場合は翌平日）

一般／200円　高校・大学生／150円
（第1・3展示室のみ有料）
中学生以下／無料（土曜日は高校生も無料）

観 覧 料

九州歴史資料館 福岡県小郡市三沢5208-３　☎0942-75-9575

ACCESS／九州自動車道筑紫野ICから約15分
西鉄天神大牟田線 急行 花畑行 三国が丘駅下車 徒歩約10分

船原古墳の展示会が開催中！

6/18日
まで

九州
歴史資

料館からのメッセージ

ここの仕事は
世界レベル
なんです

未来の
　研究者へ

保存管理班班長
加藤和歳さん
KATO KAZUTOSHI

保存管理班主任技師
小林啓さん

KOBAYASHI AKIRA

●初めてCTスキャンの機械や映
像を見ることができてよかったで
す。直接本物の出土品を触らせて
もらってドキドキしました。いい
勉強の機会になりました。ますま
す興味がわいてきました。

長郷レポーターの感想

 http://www.fsg.pref.fukuoka.jp/kyureki



　

船
原
古
墳
遺
物
埋
納
坑
が
発
見
さ
れ
た

時
、
私
た
ち
は
「
こ
れ
ま
で
に
見
た
こ
と
が

な
い
ほ
ど
豪
華
だ
」と
思
い
、
さ
ら
に
未
知
の

遺
物
が
た
く
さ
ん
埋
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
私
た
ち
は
、
Ｘ
線

の
利
用
と
い
う
科
学
の
力
を
使
っ
て
調
査
を

進
め
て
い
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。
Ｘ
線
に
は
、

病
院
の
レ
ン
ト
ゲ
ン
で
お
な
じ
み
の
物
体
を

透
過
す
る
性
質（
透
過
Ｘ
線
）の
ほ
か
、
物
体

が
含
ん
で
い
る
元
素
を
知
る
こ
と
が
で
き
る

性
質（
蛍
光
Ｘ
線
）が
あ
り
ま
す
。
元
素
が
分

か
る
と
使
わ
れ
て
い
る
材
料
が
分
か
り
ま
す
。

　

ま
ず
Ｃ
Ｔ
ス
キ
ャ
ナ
と
い
う
装
置
を
使
っ

て
、
土
の
中
に
ど
ん
な
遺
物
が
埋
ま
っ
て
い

る
の
か
調
査
し
ま
し
た
。
調

査
は
、
発
掘
現
場
で
土
を
ス

　

６
月
、
文
化
庁
の
文
化
審
議
会
か
ら
文
部
科

学
大
臣
へ
、
船
原
古
墳
を
国
史
跡
と
す
る
よ
う

答
申
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
の
遺
跡
保
存
と

整
備
が
た
い
へ
ん
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

船
原
古
墳
が
作
ら
れ
た
時
代
は
、
６
世
紀

末
～
７
世
紀
初
頭
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
大

ま
か
に
西
暦
６
０
０
年
を
前
後
す
る
時
期
と

考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
は
日
本
史
で

い
え
ば
飛
鳥
時
代
の
初
め
頃
、
い
わ
ゆ
る
「
聖

徳
太
子
（
厩う
ま
や
ど
の
み
こ

戸
皇
子
）」
や
「
蘇そ
が
の
う
ま
こ

我
馬
子
」「
推す
い
こ古

天
皇
」が
活
躍
し
て
い
た
時
代
で
す
。

　

こ
の
頃
、
朝
鮮
半
島
南
部
で
は
、
百く
だ
ら済

と

新し
ら
ぎ羅
が
東
西
で
せ
め
ぎ
あ
っ
て
い
ま
し
た
。
当

時
日
本
は
倭わ
こ
く国
と
呼
ば
れ
、
中
国
を
統
一
し
た

隋ず
い

王
朝
に
遣け
ん
ず
い
し

隋
使
を
派
遣
す
る
な
ど
、
当
時

の
東
ア
ジ
ア
で
盛
ん
な
対
外
交
流
を
行
っ
て
い

ま
し
た
。
こ
の
う
ち
、
元
々
百
済
と
親
交
が
深

か
っ
た
倭
国
は
、
新
羅
と
も
交
流
は
あ
り
ま
し

た
が
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
緊
張
関
係
に
あ
る

よ
う
な
間
柄
で
し
た
。「
日
本
書
紀
」に
よ
れ
ば
、

西
暦
６
０
２
年
に
新
羅
を
攻
め
る
軍
隊
が
九

州
、
現
在
の
糸
島
市
付
近
に
派
遣
さ
れ
、
そ
の

将
軍
は
厩
戸
皇
子
の
弟
の
来く
め
の
み
こ

目
皇
子
で
し
た
。

し
か
し
来
目
皇
子
の
病
没
の
た
め
、
こ
の
軍
事

遠
征
は
中
止
さ
れ
ま
し
た
。

　

船
原
古
墳
の
特
徴
と
し
て
私
が
注
目
し
て
い

る
点
が
２
点
あ
り
ま
す
。
１
つ
は
こ
の
古
墳
が

こ
の
時
期
に
珍
し
い
前
方
後
円
墳
で
あ
る
と
い

う
こ
と
、
も
う
１
つ
は
馬
具
の
中
に
新
羅
と
の

つ
な
が
り
を
示
す
も
の
が
多
い
と
い
う
点
で
す
。

　

大
量
の
馬
具
な
ど
が
出
土
し
た
遺
物
埋
納

坑
は
、Ｌ
字
形
の
変
わ
っ
た
形
を
し
て
い
ま
す
。

谷
山
北
地
区
遺
跡
群
文
化
財
調
査
指
導
委
員

会
の
前
会
長
で
、
昨
年
御
逝
去
さ
れ
た
九
州

大
学
の
田
中
良
之
教
授
は
、
こ
の
出
土
状
況
が

「
ま
る
で
非
常
に
慌
て
て
し
ま
い
込
ん
だ
よ
う

な
、
普
通
で
は
な
い
埋
め
方
」
で
あ
る
こ
と
を

強
調
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
新
羅
か
ら
独
自
に
も

ら
っ
た
も
の
を
中
央
政
権
の
人
間
か
ら
見
つ
か

ら
な
い
よ
う
に
隠
し
た
の
で
は
な
い
か
、
と
い

う
考
え
方
で
す（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
特
集
番
組
の
発
言
か
ら
）。

　

古
賀
市
に
は
糟か
す
や
の
み
や
け

屋
屯
倉
と
の
関
連
が
想
定

さ
れ
て
い
る
鹿し
し
ぶ部

田た
ぶ
ち渕

遺
跡
が
あ
り
、
こ
の
地

域
と
中
央
政
権
と
の
深
い
結
び
つ
き
を
示
唆
し

て
い
る
こ
と
を
考
え
ま
す
と
、
船
原
古
墳
の
大

量
の
遺
物
は
当
時
の
複
雑
な
国
際
関
係
を
示

し
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

船
原
古
墳
の
研
究
は
、
今
ま
さ
に
始
ま
っ
た

ば
か
り
で
す
。な
ぜ
前
方
後
円
墳
で
あ
る
の
か
、

壮
麗
な
馬
具
な
ど
が
ど
の
よ
う
な
意
味
を
持

つ
の
か
、
こ
れ
か
ら
謎
が
解
明
さ
れ
る
こ
と
を

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
25
年
の
船
原
古
墳
埋
納
坑
の
発
見
時
か
ら
調
査

に
関
わ
る
。
文
化
財
を
科
学
的
な
手
法
で
保
存
す
る
保

存
科
学
を
専
門
と
し
、
埋
納
坑
か
ら
出
土
し
た
遺
物
を

最
新
の
技
術
を
駆
使
し
て
分
析
し
て
い
る
。

加か
と
う藤
和か

ず
と
し歳

さ
ん

九
州
歴
史
資
料
館
学
芸
調
査
室

保
存
管
理
班
班
長

コ
ッ
プ
で
掘
っ
て
遺
物
を
見
つ
け
る
の
と
違

い
、
科
学
実
験
室
の
画
面
上
で
、
掘
る
の
と

同
じ
よ
う
に
土
の
デ
ー
タ
を
削
除
し
、
中
の

遺
物
を
見
つ
け
て
い
き
ま
す
。
す
る
と
、
土

の
中
に
何
や
ら
金
属
の
破
片
が
複
雑
に
潰

れ
て
い
る
様
子
が
見
え
、
こ
れ
を
Ｃ
Ｇ
復

元
し
て
み
る
と
、
何
と
も
き
ら
び
や
か
な

歩ほ
よ
う
つ
き
か
ざ
り
か
な
ぐ

揺
付
飾
金
具（
雲う

ず珠
）を
発
見
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
豪
華
な
形
は
日

本
で
初
め
て
の
発
見
で
あ
り
、
古
賀
市
に
し

か
な
い
も
の
で
す
。

　

ま
た
つ
じ
か
な
ぐ

金
具
に
含
ま
れ
る
材
料
の
調
査
を

行
っ
た
と
こ
ろ
、
白
色
部
分
は
鉛
で
作
ら
れ

た
ガ
ラ
ス
で
あ
り
、
緑
色
部
分
は
も
と
も
と

金
で
装
飾
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
り
ま
し

た
。
ガ
ラ
ス
と
金
で
装
飾
さ
れ
た

金
具
は

日
本
で
初
め
て
の
発
見
で
、
こ
れ
も
今
の
と

こ
ろ
古
賀
市
に
し
か
な
い
も
の
で
す
。
お
隣

韓
国
で
は
、
新し
ら
ぎ羅

の
中
心
で
あ
っ
た
慶
州
で

見
つ
か
っ
て
い
る
の
で
、
国
際
交
流
を
色
濃

く
窺
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
馬
具
の
一
つ
で
す
。

　

さ
ら
に
Ｘ
線
調
査
の
成
果
を
３
Ｄ
プ
リ
ン

タ
で
出
力
し
、
色
や
形
を
立
体
的
に
復
元
し

ま
し
た
。
中
心
を
緑
色
の
ガ
ラ
ス
、
周
り
は

金
色
に
輝
く
も
の
と
推
定
し
ま
し
た
。
こ
の

豪
華
さ
は
当
時
の
人
た
ち
に
と
っ
て
、
垂す
い
ぜ
ん涎

の
的ま
と

と
も
な
っ
て
い
た
こ
と
で

し
ょ
う
。

　

こ
の
よ
う
に
Ｘ
線
は
、
私
た
ち

の
目
で
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
、

秘
め
た
る
価
値
を
引
き
出
す
こ
と

が
で
き
ま
す
。
今
後
も
科
学
の
力

を
使
っ
て
、
船
原
古
墳
の
素
晴
ら

し
さ
を
発
見
し
、
い
ち
早
く
市
民

の
皆
さ
ん
に
分
か
り
や
す
く
お
伝

え
し
て
い
き
ま
す
。

　

主
な
研
究
テ
ー
マ
は
日
本
列
島
の
古
代
国
家
形
成
過

程
に
関
す
る
比
較
考
古
学
的
研
究
。
弥
生
時
代
～
古
墳

時
代
の
遺
跡
か
ら
出
土
す
る
物
質
文
化
の
分
析
を
基
礎

と
し
て
、
社
会
の
複
雑
化
の
実
態
解
明
や
そ
の
相
対
化

を
め
ざ
し
つ
つ
研
究
を
行
っ
て
い
る
。
谷
山
北
地
区
遺
跡

群
文
化
財
調
査
指
導
委
員
会
委
員
。

辻つ
じ
た田

淳じ
ゅ
ん
い
ち
ろ
う

一
郎
さ
ん

九
州
大
学
大
学
院

人
文
科
学
研
究
院 

准
教
授

　

平
成
28
年
11
月
１
日
か
ら
６
週
間
開
催
し
た

国
史
跡
指
定
記
念
「
船
原
古
墳
展
」
に
お
い
て
、

船
原
古
墳
の
馬
冑
が
初
め
て
公
開
さ
れ
ま
し

た
。
実
は
、
こ
の
馬
冑
に
は
馬
冑
を
際
立
た
せ

る
名
脇
役
が
隠
れ
て
い
た
の
を
皆
さ
ん
は
お
分

か
り
に
な
っ
た
で
し
ょ
う
か
？

　

見
え
て
い
る
の
に
気
づ
か
れ
な
い
。
主
役
を

し
っ
か
り
支
え
、
主
張
し
な
い
。
馬
型
の
安
定

台
の
こ
と
で
す
。
未
だ
保
存
処
理
が
終
わ
っ
て

い
な
い
馬
冑
は
大
変
も
ろ
い
状
態
で
す
。
馬
冑

の
荷
重
が
均
等
に
加
わ
る
よ
う
に
安
定
台
全
体

で
受
け
止
め
て
破
損
を
防
ぎ
、
ま
た
馬
に
装
着

さ
れ
た
馬
冑
を
見
る
人
が
当
時
の
姿
を
強
く
イ

メ
ー
ジ
で
き
る
よ
う
に
設
計
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
安
定
台
の
作
成
に
は
、
各
分
野
の
専
門
家

が
知
恵
を
持
ち
寄
っ
て
、
５
か
月
か
け
て
作
り

ま
し
た
。

　

ま
ず
、
馬
冑
の
３
次
元
計
測
を
行
っ
て
馬
冑

の
レ
プ
リ
カ
を
作
り
、
そ
れ
が
張
り
付
く
よ
う

に
馬
の
頭
の
形
を
削
り
出
し
て
い
き
ま
し
た
。

頸
の
角
度
や
顔
の
向
き
、
安
定
台
の
重
さ
や
力

点
、
そ
の
色
ま
で
も
、
馬
冑
を
受
け
止
め
引
き

立
て
る
た
め
に
計
算
し
て
作
ら
れ
て
い
ま
す
。

主
役
を
引
き
立
て
る
脇
役
に
も
、
こ
う
い
っ
た

隠
れ
た
ド
ラ
マ
が
あ
る
ん
で
す
ね
。

高句麗

船原古墳船原古墳

新

　羅
百

　済

7_時を越えた宝箱 /船原古墳 船原古墳 /時を越えた宝箱 _6

Ｘ
線
が
解
き
明
か
し
た
日
本
初
の
豪
華
な
馬
具

平
成
25
年
３
月
に
豪
華
な
埋
蔵
品
が
発
見
さ
れ
た
谷
山
地
区
の
船
原
古
墳
と
そ
の
周
辺
に
は
、
未
だ
に
数
多
く
の
謎
と
ロ
マ
ン
が
隠
さ
れ
て

い
ま
す
。
今
月
か
ら
６
回
の
シ
リ
ー
ズ
で
、
船
原
古
墳
に
た
ず
さ
わ
る
専
門
家
た
ち
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
分
野
か
ら
分
析
し
て
い
き
ま
す
。

◀�CTス キ ャ ン
で発見された
状態

▲CG復元された
　歩

ほようつきかざりかなぐ

揺付飾金具（雲
う ず

珠）

◀�出土した辻
つ じ か な ぐ

金具

▲3Dプリンタで復元された辻
つ じ か な ぐ

金具

船
原
古
墳
コ
ラ
ム
１

時
を
越
え
た
宝
箱

激
動
の
東
ア
ジ
ア
、

船
原
古
墳
の
主あ

る
じ

が
生
き
た
時
代

第
２
回
は
船
原
古
墳
の
時
代
背
景
に
つ
い
て
の
解
説
で
す
。
船
原
古
墳
の
主あ
る
じは
、
ど
ん
な
時
代
を
生
き
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。

船
原
古
墳
コ
ラ
ム
２

時
を
越
え
た
宝
箱

▲西暦600年頃の朝鮮半島
南部の勢力図

コラム 　
筆 者
1

▲船原古墳を西側側面から見たところ。右手が後円部で
左手が前方部。埋納坑は手前の青い部分にあたります。

コラム 　
筆 者
2

『広報こが』 2016年 ６月号掲載『広報こが』 2016年 ８月号掲載

馬
冑
展
示
こ
ぼ
れ
話

古賀市文化財担当

甲斐孝司の

単独では分かりづらい馬
冑も、馬の顔に乗ること
で当時の姿そのままを見
ることができる



　

前
方
後
円
墳
な
ど
の
大
型
古
墳
は
古
墳
時

代
の
有
力
者
の
墓
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
多

く
の
人
々
を
集
め
る
権
力
を
持
っ
た
人
物
で

あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
大
型
の
古
墳
を
作
る
こ

と
が
で
き
た
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
す
。
ま

た
、
大
型
古
墳
ほ
ど
貴
重
な
金
銀
を
使
っ
た

品
々
、
朝
鮮
半
島
・
中
国
大
陸
か
ら
も
た
ら

さ
れ
た
品
々
が
多
く
納
め
ら
れ
ま
す
。
こ
れ

ら
の
品
々
は
古
墳
に
葬
ら
れ
た
人
物
の
生
前

の
交
流
に
よ
り
入
手
さ
れ
た
も
の
が
多
く
、

葬
ら
れ
た
有
力
者
の
権
力
と
関
係
し
ま
す
。

　

船
原
古
墳
は
古
賀
市
で
初
め
て
見
つ
か
っ

た
前
方
後
円
墳
で
、全
長
は
40
ｍ
余
り
で
す
。

古
賀
市
周
辺
で
、
前
方
後
円
墳
は
福
岡
市
東

区
か
ら
糟
屋
郡
粕
屋
町
に
か
け
て
の
地
域
や

福
津
市
の
沿
岸
部
に
分
布
し
ま
す
。
船
原
古

墳
に
葬
ら
れ
た
人
物
は
、

そ
れ
ら
の
地
域
に
挟
ま
れ

た
古
賀
市
か
ら
新
宮
町
に

か
け
て
の
地
域
を
権
力
の

基
盤
に
し
て
い
た
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

　

福
岡
県
最
大
の
前
方

後
円
墳
は
全
長
１
３
６

ｍ
の
八
女
市
岩い
わ
と
や
ま

戸
山
古こ
ふ
ん墳

で
す
。
そ
こ
に
葬
ら
れ
た

人
物
は
「
日
本
書
紀
」
や

「
古
事
記
」
に
登
場
す
る

筑つ
く
し
の
き
み

紫
君
磐い
わ
い井
と
考
え
ら

れ
ま
す
。
筑
紫
君
磐
井

は
九
州
北
部
一
円
に
勢
力

を
及
ぼ
し
た
と
記
録
さ

れ
、
そ
の
権
力
は
古
墳
の
規
模
と
合
致
し
ま

す
。
日
本
で
最
大
の
前
方
後
円
墳
は
大
阪
府

大だ
い
せ
ん
り
ょ
う
こ
ふ
ん

仙
陵
古
墳
で
、
全
長
４
８
０
ｍ
余
り
で
す
。

全
長
２
０
０
ｍ
を
超
え
る
前
方
後
円
墳
は
全

国
に
40
基
程
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
ほ
と
ん
ど

が
奈
良
県
・
大
阪
府
に
集
中
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
近
畿
の
２
０
０
ｍ
を
超
え
る
大
型
古

墳
の
築
造
に
は
、
恐
ら
く
西
日
本
の
人
々
が

関
わ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
紀
元
後
３
世

紀
後
半
か
ら
６
世
紀
の
古
墳
時
代
は
、
各
地

に
有
力
者
が
存
在
す
る
と
と
も
に
、
近
畿
を

中
心
と
し
た
、
各
地
に
覆お
お

い
か
ぶ
さ
る
よ
う

な
国
と
し
て
の
政
治
的
ま
と
ま
り
が
作
ら
れ

始
め
た
時
代
だ
っ
た
の
で
す
。

　

古
墳
の
規
模
・
形
や
古
墳
に
納
め
ら
れ
た

品
々
は
、
そ
こ
に
葬
ら
れ
た
人
物
の
権
力
や

政
治
的
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
糸
口
で
す
。

船
原
古
墳
を
同
時
期
の
古
墳
と
比
較
す
れ

ば
、
そ
こ
に
葬
ら
れ
た
人
物
の
生
前
の
権
力
、

活
動
が
さ
ら
に
詳
し
く
分
か
る
は
ず
で
す
。

皆
さ
ん
も
船
原
古
墳
や
各
地
の
古
墳
を
調
べ

て
、
ぜ
ひ
こ
の
謎
解
き
に
参
加
し
て
み
て
く

だ
さ
い
。

　

船
原
古
墳
は
平
成
８
年
に
初
め
て
墳
丘
と

石
室
が
発
掘
さ
れ
、
石
室
や
土
器
の
特
徴
か

ら
、
西
暦
６
０
０
年
頃
、
聖
徳
太
子
や
推す
い
こ古

天
皇
と
同
時
代
の
古
墳
と
分
か
り
ま
し
た
。

　

平
成
25
年
の
春
、
船
原
古
墳
か
ら
下
に
降

り
た
水
田
の
地
下
か
ら
、
Ｌ
字
形
の
大
き
な

穴（
１
号
土
坑
）が
発
掘
さ
れ
ま
し
た
。
最
初

に
鉄
製
壺
つ
ぼ
あ
ぶ
み鐙
が
見
つ
か
り
、
続
々
と
馬
具
や

鎧
、
青
銅
の
鈴
や
鉄
の
矢
じ
り
な
ど
が
出
土

し
ま
し
た
。
直
線
部
分
の
一
番
底
か
ら
黒
漆

塗
り
の
弓
が
10
本
以
上
出
土
し
、
拡
張
部
分

か
ら
は
、
斜
め
方
向
に
置
か
れ
た
木
箱
の
跡

が
見
つ
か
り
ま
し
た
。
穴
掘
り
に
使
っ
た
鉄

の
鍬す
き
さ
き先
も
出
て
き
ま
し
た
。

　

出
土
し
た
ば
か
り
の
馬
具
は
、
さ
び
て
土

の
塊
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
Ⅹ

線
Ｃ
Ｔ
ス
キ
ャ
ン
装
置
で
透
視
す
る
と
、
土

塊
の
中
に
馬
具
が
埋
ま
っ
て
い
る
様
子
が
分

か
り
ま
す
。
中
で
も
一
番
優
秀
な
馬
具
は
、

金こ
ん
ど
う
ば
ん

銅
板
に
唐
草
文
様
を
透
か
し
彫
り
に
し
た

鏡か
が
み
い
た
つ
き
く
つ
わ

板
付
轡
と
、
鳳ほ
う
お
う凰

の
姿
を
透
か
し
彫
り

に
し
た
杏
ぎ
ょ
う
よ
う葉
と
呼
ば
れ
る
、
馬
の
尻
部
分
に

さ
げ
た
飾
り
で
す
。
同
時
に
ガ
ラ
ス
の
装
飾

を
は
め
込
ん
だ

金
具
も
見
つ
か
り
、
現
在

の
韓
国
東
部
に
あ
っ
た
、
新し
ら
ぎ羅

の
国
で
作
ら

れ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。「
日
本
書
紀
」に
は
、

５
９
８
年
に
新
羅
の
国
か
ら
ク
ジ
ャ
ク
が
贈

ら
れ
た
記
録
が
あ
り
ま
す
。
新
羅
の
宮
廷
に

は
、
イ
ン
ド
か
ら
来
た
珍
し
い
ク
ジ
ャ
ク
が

飼
育
さ
れ
、
馬
具
職
人
は
そ
れ
を
観
察
し
な

が
ら
、
鳳
凰
の
馬
具
を
作
っ
た
と
想
像
さ
れ

ま
す
。

　

ま
た
花
は
な
が
た
か
が
み
い
た
つ
き
く
つ
わ

形
鏡
板
付
轡
・
花は
な
が
た形
杏ぎ
ょ
う
よ
う
葉
は
、

蓮は
す

の
花
の
ヘ
タ
を
デ
ザ
イ
ン
し
た
も
の
で
、

連
続
す
る
珠し
ゅ
も
ん文

で
蓮
の
実
を
表
現
し
て
い
ま

す
。
蓮
は
仏
教
と
関
係
が
深
く
、
ま
た
こ
の

種
の
馬
具
は
、
日
本
だ
け
で
出
土
す
る
の
で
、

仏
教
伝
来
後
に
日
本
で
作
ら
れ
た
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

　

馬ば
ち
ゅ
う冑
は
、
戦
場
で
馬
の
顔
面
を
守
る
カ
ブ

ト
で
、
鉄
板
を
鋲
び
ょ
う

で
留
め
て
い
ま
す
。
貴
重

品
な
の
で
、
将
軍
ク
ラ
ス
の
指
揮
官
が
使
い

ま
し
た
。
ま
た
蛇だ
こ
う
じ
ょ
う

行
状
鉄
器
は
、
馬
の
背
中

に
軍
旗
を
立
て
る
道
具
で
す
。
豪
華
な
馬
具

を
副ふ
く
そ
う葬

さ
れ
た
船
原
古
墳
の
主
は
、
新
羅
と

日
本
が
戦
争
寸
前
に
な
っ
て
い
た
時
代
に
、

外
交
官
と
し
て
活
躍
し
た
人
物
で
あ
っ
た
と

想
像
さ
れ
ま
す
。

　

考
古
学
（
古
墳
時
代
）
専
門
。
九
州
を
中
心
に
し
た
古

墳
（
埋
葬
施
設
、
首
長
墓
な
ど
）
と
古
墳
時
代
の
集
落
及

び
土は

じ

き
師
器
の
研
究
を
主
な
研
究
テ
ー
マ
と
し
、
史
跡
・
埋

蔵
文
化
財
を
中
心
と
し
た
文
化
財
保
護
に
も
取
り
組
ん

で
い
る
。
谷
山
北
地
区
遺
跡
群
文
化
財
調
査
指
導
委
員

会
委
員
。 重し

げ
ふ
じ藤
輝て

る
ゆ
き行

さ
ん

佐
賀
大
学

芸
術
地
域
デ
ザ
イ
ン
学
部 

教
授

　

ユ
ー
ラ
シ
ア
騎
馬
文
化
、
屯
倉
、
金
属
製
品
、
中
近

世
仏
教
考
古
学
が
専
門
で
、「
中
世
と
は
何
か
」
の
解
明

を
め
ざ
す
。
谷
山
北
地
区
遺
跡
群
文
化
財
調
査
指
導
委

員
会
副
会
長
。

桃も
も
さ
き﨑

祐ゆ
う
す
け輔

さ
ん

福
岡
大
学 

人
文
学
部
教
授

第１問
船原古墳１号土坑から出土した辻
金具に使われていた飾りには、何
が使われていたでしょう？

ヒント：船原古墳コラム１（６ページ）

①イモガイ（貝がら）
②ガラス（緑色の鉛ガラス）
③エメラルド（緑色の宝石）

答え：次のページ

第２問
たくさんの貴重なものが発見された船原古墳１号土坑の形は？

ヒント：船原古墳コラム２（７ページ）、コラム４（９ページ）

①　　　　　　　　②　　　　　　　　③

答え：次のページ第１問の答え：②

船原古墳

60ｍ以上～80ｍ未満

40ｍ以上~ 60ｍ未満
40ｍ未満

…円墳

80ｍ以上

20km０

9_時を越えた宝箱 /船原古墳 船原古墳 /時を越えた宝箱 _8

船
原
古
墳
の
主あ

る
じ

の
人
物
像
を

解
き
明
か
す
糸
口
と
は

第
３
回
は
同
じ
時
代
に
作
ら
れ
た
他
の
古
墳
と
の
比
較
か
ら
、
船
原
古
墳
の
謎
に
迫
り
ま
す
。

船
原
古
墳
コ
ラ
ム
3

時
を
越
え
た
宝
箱

６世紀後半～末の筑前の地形と首長墓

　
　
　
　
　
～
同
時
期
の
古
墳
と
比
較
す
る
～

国
宝
級
の
発
見
、
船
原
古
墳
の
馬
具
と
馬ば

冑ち
ゅ
う

第
４
回
は
、
古
墳
群
か
ら
発
掘
さ
れ
た
埋
納
物
に
つ
い
て
解
説
し
て
い
き
ま
す
。

船
原
古
墳
コ
ラ
ム
4

時
を
越
え
た
宝
箱

◀杏葉の
CTスキャン画像

▲１号土坑全景

馬
ばちゅう

冑▶

『広報こが』 2016年 ９月号掲載『広報こが』 2016年 12月号掲載

コラム 　
筆 者
3コラム 　

筆 者
4



　

船
原
古
墳
の
遺い
ぶ
つ物

埋ま
い
の
う
こ
う

納
坑
は
、
日
本
で
初

め
て
の
発
見
と
し
て
大
き
な
話
題
と
な
り
、

ま
た
多
く
の
関
心
を
集
め
ま
し
た
。
普
通
な

ら
、
船
原
古
墳
の
後
円
部
に
築
か
れ
た
横
穴

式
石
室
の
内
部
に
埋
納
さ
れ
る
と
こ
ろ
が
、

そ
う
で
は
な
か
っ
た
の
で
す
。
も
ち
ろ
ん
石

室
の
内
部
に
も
埋
納
品
が
あ
っ
た
は
ず
で
す

が
、
既
に
過
去
に
ひ
ど
い
盗
掘
を
受
け
て
い

て
、
出
土
品
は
ほ
と
ん
ど
残
っ
て
い
ま
せ
ん

で
し
た
。
石
室
内
部
に
も
と
も
と
埋
納
さ
れ

て
い
た
も
の
は
、
お
そ
ら
く
「
古
事
記
」「
日

本
書
紀
」
な
ど
、
奈
良
時
代
の
歴
史
書
に
登

場
す
る「
三
種
の
神
器（
宝
物
）」と
考
え
ら
れ

ま
す
。
す
な
わ
ち
、
鏡
（
銅
鏡
、
神
器
も
し

く
は
宝
物
）・
剣（
刀
剣
、
武
器
）・
玉（
装
身
具
）

な
ど
で
す
。
こ
の
よ
う
な
、
い
わ
ゆ
る
三
種

の
神
器
は
古
墳
の
主
個
人
の
神
祭
り
を
行
う

と
い
う
身
分
に
関
係
す
る
、
い
わ
ば
権
威
を

象
徴
す
る
も
の
で
し
ょ
う
。

　

そ
れ
に
対
し
て
、
埋
納
坑
か
ら
発
見
さ
れ

た
多
種
多
様
で
豪
華
な
出
土
品
は
、
古
墳
の

主
の
地
域
首
長
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
、
い
わ

ば
地
域
政
治
に
関
わ
る
権
力
を
象
徴
す
る
も

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
し
た
が
っ
て
船

原
古
墳
の
埋
納
坑
は
、
き
わ
め
て
特
色
の
あ

る
施
設
と
言
え
ま
す
。

　

さ
て
、
船
原
古
墳
は
、
全
長
が
約
45
ｍ

以
上
の
規
模
を
持
ち
、
６
世
紀
末
か
ら
７
世

紀
初
め
頃
に
築
か
れ
た
前
方
後
円
墳
と
し
て

は
、
糟
屋
地
域
で
最
大
で
す
。
埋
納
坑
の
出

土
品
の
多
種
多
様
さ
・
豪
華
さ
と
、
古
墳
の

規
模
を
考
え
ま
す
と
、
船
原
古
墳
の
主
は
そ

れ
相
当
の
首
長（
豪
族
）で
あ
っ
た
と
思
わ
れ

ま
す
。

　

船
原
古
墳
が
築
造
さ
れ
た
西
暦
６
０
０
年

前
後
の
頃
か
ら
１
０
０
年
ほ
ど
経
っ
た
頃
、

当
時
の
糟
か
す
や
の
こ
お
り

屋
評（
郡
）に
は
、
評
こ
お
り
の
み
や
つ
こ

造
と
呼
ば

れ
、
い
わ
ば
地
方
長
官
に
任
命
さ
れ
た
首
長

（
豪
族
）
が
い
ま
し
た
。
ま
た
船
原
古
墳
よ
り

１
０
０
年
近
く
前
に
は
、
糟か
す
や
の
み
や
け

屋
屯
倉
と
呼
ば

れ
た
ヤ
マ
ト
王
権
の
支
配
地
域
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
こ
に
は
当
然
、
地
方
長
官
の
よ
う
な

管
理
者
が
い
た
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。
こ

の
よ
う
に
船
原
古
墳
の
前
後
の
様
子
を
見
ま

す
と
、
船
原
古
墳
の
主
は
、
奈
良
時
代
か
ら

現
在
ま
で
続
い
て
き
た
糟
屋
郡
と
呼
ば
れ
る

地
域
の
最
高
指
導
者
で
あ
り
、
権
力
者
で

あ
っ
た
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　

古
賀
市
の
教
育
委
員
会
か
ら
、「
た
い
へ

ん
貴
重
な
遺
物
が
た
く
さ
ん
発
見
さ
れ
た
か

ら
、
遺
跡
を
見
て
指
導
し
て
欲
し
い
」
と
い
う

電
話
が
あ
っ
た
の
は
平
成
25
年
の
春
だ
っ
た

よ
う
に
記
憶
し
て
い
ま
す
。
遺
跡
に
案
内
さ

れ
る
と
、
鉄
や
銅
や
漆
な
ど
で
で
き
た
遺
物

が
土
の
中
か
ら
顔
を
出
し
て
い
ま
し
た
。
恐

ら
く
馬
の
飾
り
だ
と
思
わ
れ
る
も
の
を
中
心

に
し
た
遺
物
が
何
百
点
も
折
り
重
な
る
よ
う

に
入
っ
て
お
り
、
し
か
も
日
本
国
内
で
数
点

し
か
発
見
さ
れ
て
い
な
い
珍
し
い
遺
物
が
い
く

つ
も
含
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
ん
な
に
質
の

高
い
遺
物
が
大
量
に
未
盗
掘
の
状
態
で
発
見

さ
れ
た
の
は
び
っ
く
り
仰
天
で
す
。
し
か
も
、

大
陸
と
の
交
易
の
拠
点
で
あ
っ
た
博
多
に
近

い
と
は
い
え
、
地
方
の
古
墳
か
ら
発
見
さ
れ

る
な
ん
て
、
さ
ら
に
驚
き
ま
し
た
。

　

直
感
的
に
思
い
出
し
た
の
は
、
私
が
遺
物

の
保
存
に
携
わ
っ
た
奈
良
県
斑い
か
る
が鳩
の
藤ふ
じ
の
き

ノ
木

古
墳
で
す
。
東
ア
ジ
ア
で
も
屈
指
の
豪
華
な

馬
具
が
発
見
さ
れ
た
藤
ノ
木
古
墳
も
、
聖
徳

太
子
が
造
っ
た
法
隆
寺
の
近
く
と
は
い
え
、

当
時
の
政
治
の
中
心
で
あ
っ
た
飛
鳥
と
は
離

れ
た
場
所
に
あ
り
ま
し
た
。「
船
原
古
墳
は

藤
ノ
木
古
墳
以
来
の
大
発
見
だ
。
藤

ノ
木
古
墳
の
保
存
を
担
当
し
た
者

と
し
て
、
あ
の
と
き
に
勝
る
よ
う
な

発
掘
と
保
存
を
し
な
け
れ
ば
！
一
生

に
一
度
の
大
発
見
に
二
度
も
立
ち
会

う
こ
と
に
な
っ
た
幸
運
を
、
将
来
の

研
究
や
市
民
へ
の
成
果
還
元
に
生
か

さ
な
け
れ
ば
」と
思
い
ま
し
た
。

　

勝
算
は
あ
り
ま
し
た
。
す
ぐ
に
詳

細
な
３
次
元
計
測
と
遺
物
の
Ｘ
線
Ｃ

Ｔ
撮
影
を
す
る
よ
う
に
現
場
で
提
案

し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
経
験
か
ら
、

折
り
重
な
っ
た
遺
物
を
立
体
的
に
精

密
に
記
録
す
る
こ
と
と
同
時
に
、
金
属
の
遺

物
に
付
着
し
て
い
る
革
や
布
や
漆
な
ど
の
有

機
物
ま
で
詳
細
に
記
録
す
る
こ
と
で
、
埋
葬

時
の
姿
を
復
元
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
も
し

れ
な
い
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。
昭
和
60
年
に

発
見
さ
れ
た
藤
ノ
木
古
墳
で
は
写
真
と
手
実

測
で
状
況
を
記
録
し
た
の
で
す
が
、
じ
ゅ
う

ぶ
ん
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
た
め

複
雑
に
破
損
し
た
遺
物
を
復
元
す
る
の
に
数

年
か
か
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
の
で
す
。

　

そ
こ
で
船
原
古
墳
で
は
遺
物
を
土
と
い
っ

し
ょ
に
取
り
上
げ
て
Ｘ
線
Ｃ
Ｔ
撮
影
し
て
小

さ
な
破
片
ま
で
破
損
し
た
状
態
を
記
録
す

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
現
在
の
九
州

で
し
か
実
現
で
き
な
い
最
先
端
の
記
録
方
法

で
す
。
さ
ら
に
こ
の
デ
ー
タ
か
ら
３
Ｄ
プ
リ

ン
タ
を
使
っ
て
複
製
を
作
り
ま
し
た
。
こ
う

し
た
研
究
成
果
が
、
平
成
25
年
11
月
に
発

表
し
た「
歩ほ
よ
う
つ
き

揺
付

飾か
ざ
り
か
な
ぐ

金
具（
雲う

ず珠
）」

の
発
見
に
つ
な

が
っ
た
の
で
す
。

　

科
学
的
な
手
法
で
文
化
財
の
保
存
や
調
査
を
行
う
保

存
科
学
が
専
門
。
３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
を
使
っ
て
触
れ
る
展

示
を
す
る
な
ど
、
楽
し
く
実
践
的
な
研
究
を
め
ざ
し
て

活
動
。
谷
山
北
地
区
遺
跡
群
文
化
財
調
査
指
導
委
員
会

会
長
。

今い
ま
づ津
節せ

つ
お生

さ
ん

奈
良
大
学　

文
学
部
教
授

　

朝
鮮
半
島
を
中
心
と
し
た
東
ア
ジ
ア
考
古
学
が
専
門

で
、
東
ア
ジ
ア
の
考
古
学
界
を
リ
ー
ド
し
て
い
る
。
九

州
大
学
名
誉
教
授
、
九
州
歴
史
資
料
館
名
誉
館
長
、
糸

島
市
立
伊
都
国
歴
史
博
物
館
名
誉
館
長
。

西に
し
た
に谷

正た
だ
し

さ
ん

海
の
道
む
な
か
た
館
館
長

第３問
船原古墳の形はどれ？

ヒント：船原古墳コラム３（８ページ）・
　　　　船原古墳コラム６（11ページ）

①円墳　　②前方後円墳
③方墳

答え：次のページ

第５問
船原古墳から出土したものは、科学的な方法を使って調査しています。
次のうち間違ったものはどれでしょう。

ヒント：船原古墳コラム５（10ページ）
答え：次のページ第４問の答え：③　　　第３問の答え：②　 第２問の答え：③

第４問
船原古墳で発見された馬冑は、
馬につける○○○？

①ぼうし　　②ブーツ
③かぶと

ヒント：船原古墳コラム４（９ページ）

①Ｘ線CTを使って壊さずに中を調べる
②体組織計で脂肪や骨密度を測る
③レーザーによる三次元計測で立体的に位置を記録する

船原古墳 /時を越えた宝箱 _1011_時を越えた宝箱 /船原古墳

船
原
古
墳
の
主あ

る
じ

と
出
土
品

最
終
回
と
な
る
今
回
は
、
船
原
古
墳
を
作
っ
た
被
葬
者
像
に
迫
り
ま
す
。

船
原
古
墳
コ
ラ
ム
6

時
を
越
え
た
宝
箱

▲残っていた副葬品の１つ
で、マラカスのような形を
した金属物（用途は不明）

▲船原古墳を上空から撮影した写真
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船
原
古
墳
の
大
発
見
に

　
　

最
先
端
の
記
録
方
法
を
実
現

第
５
回
は
、
最
先
端
の
技
術
を
使
っ
た
遺
物
の
調
査
や
記
録
に
つ
い
て
解
説
し
て
い
き
ま
す
。

船
原
古
墳
コ
ラ
ム
5

時
を
越
え
た
宝
箱

▲レーザーを
　使っての
　３次元計測

現場で指導を▶
行う筆者　

▲歩揺付飾金具復元
提供：九州国立博物館

コラム 　
筆 者
5コラム 　

筆 者
6
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